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	歯周ポケット測定の意義

　近年、国民の健康志向が高まるにつれ、疾
病予防や健康維持に関心をもつ人が増えてき
ています。歯科領域においても、いまでは歯
周病が生活習慣病の一つであり、糖尿病や心
疾患などの全身疾患と深く結びついているこ
とが広く知られています。さらに最近では、
歯周病原菌の生成物がアルツハイマー病の発
症・増悪にも関連しているとの報道もあり、
歯周病にも関心が集まっています。
　現在、日本での歯周病有症率は20歳代で約
７割、30～50歳代では約８割、60歳代では約
９割と非常に高いとされ、その傾向は年々増
加しているといわれています。その反面、自
分の歯を20歯以上保持している人は約７割と、
昔に比べて残存歯数も増加傾向にあります。
そのぶん、歯科医院の臨床のなかでの歯周病
の割合は増えることになり、歯周病管理のウ
エイトが高くなってきていると感じています。
　歯周病は、初期の段階では症状を自覚する

Pamで変わる歯周検査のカタチ。
誰でも正確に歯周ポケット値の計測ができる‼

◦ Pam（パム）構成品
Pam 本体╱ペリオスタジオインストール DVD ╱ディスポ
ヘッドサンプル
管理医療機器 特定保守管理医療機器
認証番号：228AIBZX00027000
※その他、詳細は下記までお問合せください。

［問い合わせ先］
株式会社ナルコーム
〒271-0091　千葉県松戸市本町20-8　松戸本町第二ビル7F
TEL047-364-7656　http://www.narcohm.co.jp
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ことが少なく、痛み・出血等の症状が現れた
ころには、すでに歯周病が進行している場合
が多いとされます。
　当院でも歯周病の状態を把握するため、定
期的に歯周検査（ポケット検査、BOP検査、
歯の動揺度検査など）を実施しています。な
かでもポケット検査は歯石の有無・炎症の有
無など、歯周病の進行度を詳細に知るために
重要と考えています。とくに、ポケットの測
定は歯周病の早期発見、また経過を診断する
うえでも最重要の検査と考えており、なるべ
く簡便にできることが望ましいと思います。
　現在、当院では歯科医師１名、歯科衛生士
２名、受付１名の体制で診療を行っています。
従来から当院では、ポケット測定には手用プ
ローブを用い、測定者と記入者の２人がペア
になって行っていました。医院によっては、
測定者１人で検査・記入を行っているところ
もあると思います。その場合、ポケット測定
に時間と手間を要したり、担当歯科衛生士が
一定でない場合には測定者によってプローブ
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図❷　ディスポヘッドの先端針。左：７㎜、右：
13㎜

の挿入圧に相違が生じて測定結果にバラつき
がみられることがあります。
　この度、株式会社ナルコームから、ポケッ
トの深さを電気的に測定し、その値を PCに
入力・記録する「Pam」というシステムが発
売され、手用プローブによる測定・記録の弱
点が改善できると思い導入しました。

	Pamとは

　Pamはハンドピース、ディスポヘッド、フッ
トスイッチ、および専用ソフトウェアから構
成されています。まず、専用ソフトウェアを
PCにインストールします（図１）。
　測定方法は、ハンドピースをPCにUSB接
続し、ディスポヘッドの先端針をポケット内
に挿入し、フットスイッチを操作して記録し
ます。ディスポヘッドは単回使用のため、患
者ごとに交換します。操作は足で行うため、
術者の両手は清潔に保つことができます。
　ディスポヘッドの先端針には７㎜と13㎜の
２種類があり、患者のポケットの深さを予想
して選択します（図２）。ディスポヘッドに
は「滅菌済み」などの記載はありませんが、
ISO13485認証の自社工場にて梱包されている

とのことです。
　フットスイッチと本体（PC）との接続に
は有線と無線とがあります（図３）。測定値、
出血、排膿などの検査結果は、スイッチング
の“通常押し”と“長押し”の使い分け、項
目ごとにPCに記録します。

	Pam使用時の注意点

　当院では、インプラントのポケット測定が
必要な場合にはプラスチック製のプローブを
用い、20g 以下の軽圧でのプロービングが望
ましいと考えています。Pamでは挿入圧が20
～25g と一定であり、ディスポヘッドの先端
針が金属製であるため、インプラント部位に
は適応していません。

	Pamの特徴

①測定者が変わっても、常に一定の圧力（20
　～25g）で測定できるため、安定した数値
　が得られます。

図❶　歯周ポケット測定器「Pam」システ
ム（ナルコーム）

図❸　フットスイッチ。左：有線、右：無線



Dental Diamond 2017｜ 9160

②フットスイッチでスイッチングするため、
　記入者なしに１人で、かつ清潔な状態で測
　定および入力ができます。
③ディスポヘッドは患者ごとに交換するため、
　感染予防対策になります。

	Pamの使用方法

①ディスポヘッドの先端針を根面に沿って歯
　周ポケット内にゆっくり挿入します。
②ディスポヘッドの測定スリーブが歯肉縁に
　接触するところまで挿入します（図４）。
③その位置でフットスイッチを操作して PC
　に記録します（図５）。
④測定値はアプリケーションソフトにより、
　図６のように表ならびにチャートで確認で
　きます。
⑤測定結果はプリントアウトすることができ
　ます（図７）。　　　　　

	Pamの利点

①ポケット測定は、記入者不要なので１人で
　行えます。
②ポケット測定時間の短縮になります。
③ポケット測定挿入圧が一定です。
④測定値が自動的に PCへ記録され、過去の
　データとの比較ができます。
⑤検査結果はプリントアウトできるので、患
　者への説明ツールとしても役立ちます。

	Pamの使用感とまとめ

　手用プローブの場合と比べて安定した測定
値を得るには、測定者がフットスイッチを踏
むタイミングなどにある程度慣れる必要があ
ると感じました。導入当初には、スタッフ同

図❹　測定スリーブが
歯肉縁に接触するとこ
ろまで挿入する

図❺　フットスイッチを操作して PC
に記録する

図❻　測定値は表ならびにチャートで確認できる

図❼　測定結果はプリントアウトすることができる
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士がお互い被検者になり、測定値が安定する
まで何度か練習を繰り返しました。20症例を
超えるくらいになるとコツを摑むことができ、
測定時間も短縮し、測定値も安定してきたよ
うに思います。
　その後も健康な歯肉から重度の歯周病とさ
まざまな症例に対して、挿入角度、フットス
イッチを踏むタイミングなどの検討を重ねて
習熟に努めました。測定は根面に沿って先端
針をポケット内に挿入し、測定スリーブ底面
が歯肉縁に達したところでフットスイッチを
踏んでポケットの深さを記録します。このと
き、先端針は一定圧でポケット底に到達して
います。前述のように挿入角度やスイッチン
グのタイミングが測定値の安定にとって重要
と思われます（図８）。
　測定時の注意点としては、挿入角度が正確
でないと患者が痛みを感じることがあり、と
くに前歯部でその傾向が多いようです。患者
が痛みを感じたときは、挿入速度を多少加減
することによって痛みを軽減することができ
ます。
　患者から痛みの訴えがあると、手用プロー
ブの場合は挿入圧を手加減してしまい、測定
値にばらつきが生ずることがありますが、
Pamの場合は挿入圧が常に一定なので、挿

入角度に注意して行えば安定した測定値が得
られます。
　当院の場合、当初は Pamで安定した測定
値を得るために患者に協力してもらい、Pam
と手用プローブを重複使用して測定値の比較
検討を行いました。現在では、毎日のポケッ
ト測定検査を Pamで行っています。測定者
１人で記入者を必要としないので時間がかか
らず、診療の効率が上がっているように思い
ます。
　Pamを導入したことでポケット測定値が
自動的に PCに保存され、過去の測定結果と
その場で比較できます。また、挿入圧が一定
なので誰が測定しても再現性があります。
　検査結果をプリントアウトして患者に渡す
ことも可能なので、患者への説明ツールや院
内でのカンファレンスの資料など、幅広く活
用できるようになりました。また、ポケット
測定に関心がなかった患者にも、Pamを導
入することによって「それは何ですか？」「新
しい機械ですね」「いまは便利な時代になり
ましたね」などの会話が生まれ、ポケット測
定に興味をもってもらえるようになりました。
このことから、患者とのコミュニケーション
ツールとしても有効だと思いました。
　貸出機の用意もあるとのことですので、実
際にPamを試してみてはいかがでしょうか。
Pamは従来の手用プローブの測定に比べて優
れている点も多く、日常臨床に非常に役に立
つものだと実感しました。そして、私たちの
治療の効率化にも繫がっていると思います。

図❽　挿入角度やスイッチングのタイミングが測定
値の安定にとって重要と思われる






